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次  第 

 

議  題 

(1) 令和６年度自然の教室実施状況      資料１－１，２，３ 

  （夏季・冬季・統計） 

(2) 令和６年度予算の執行状況（歳入）    資料２－１ 

                            （歳出）    資料２－２ 

(3) 令和７年度舘岩少年自然の家年間計画 

（夏季）  資料３－１ 

                 （冬季） 資料３－２     

(4) 令和７年度運営委員会現地視察会 

(5) 舘岩少年自然の家における諸課題 

連絡事項 

(6) その他                  資料４ 
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13 13 1,753 119 1,872

1 1 21 21

1 1 16 5 18 39

14 14 2,881 182 3,063

18 18 3,074 211 3,285

4 4 887 66 1 954

55 36 1 7 99 8,248 6,883 51 1,023 157 16,362

1 1 33 33
9 9 721 69 790

15 15 585 79 664
4 1 1 6 342 80 36 17 475
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11 11 1,402 109 1,511
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2 2 224 16 240
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1 1 72 72
20 20 2,580 186 2 2,768
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10 1 1 3 15 1,234 112 51 118 53 1,568
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19 19 2,822 183 4 3,009
26 26 2,548 199 1 2,748

1 1 57 57
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5 5 1,111 82 1 1,194
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資料１－２ 

○自然の教室（夏季）実施状況 （５月１０日～１０月３１日実施校 小学校１０４校、中学校１校）  

                                      ※実施率１００％ 

１≪主な自然体験活動実施の割合≫ （プログラム実施校／１０５校）【％】 
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２≪利用の効果≫  ～引率責任者アンケートより～（プログラム実施校／１０５校）【％】 

自然体験活動の達成度 児童相互の理解・協力 

十分達成 やや達成 やや不十分 不十分 十分達成 やや達成 やや不十分 不十分 

90 10 0 0 81 19 0 0 

○：十分達成の理由   ◇：やや達成の理由   ▲：やや不十分の理由 

〇舘岩で見たもの、所員さんからのお話、体験活

動などの最中に、子どものつぶやき、会話の中

に、学習や生活経験と関連した内容が多く聞か

れた。 

〇登山では植物や空気のおいしさ、気温の違いに

関心をもち、川魚さばきでは「命」の意識が高

まり、星空観察を通して、理科の振り返りとと

もにその美しさに感動する姿が見られた。 

〇さいたまと舘岩との違いに気付き、なぜそうな

のかについても考えていた。また、自然の厳し

さとありがたさも感じ取っていた。 

◇自分達で活動する中で、できること、まだ努力

が必要なことに気付いた子が多い。 

〇初めての環境、状況の中で、仲間とともに成し

遂げられた経験は、何ものにもかえ難い貴重な

経験となった。担任の学級経営を深化させるこ

とができた。特別な時間を過ごすことができ

た。 

〇テーマを受け、一人ひとりが目標を立てて達成

に向けて当日まで友達と協力して準備すること

ができた。また、実際の場面において自分たち

で考えて行動する場面がいくつも見られた。 

〇自分から積極的に行動する子、友だち同士でか

け合う子など、いつも以上に頑張る姿が見られ

た。 

◇班やクラスで声をかけ、活動を進めることがで

きた。 
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３≪利用についてのアンケート≫～学年主任アンケートより～（プログラム実施校／105 校）【％】 

１ 活動を実施したことで、各項目の達成度はいかがでしたか。（複数回答可） 

【自然体験学習について】 【児童生徒相互の理解・協力について】 

 

 十分達成 やや達成 やや不十分 不十分 

自然への関心 86 14 0 0 

課題発見・設定 38 57 5 0 

思考・理解 36 60 4 0 

学習との関連付け 34 60 6 0 

体力・健康への関心 53 44 3 0 
 

 

 十分達成 やや達成 やや不十分 不十分 

成就感・達成感 88 12 0 0 

自尊感情 33 66 1 0 

役割(リーダーシップ・メンバーシップを含む） 59 39 2 0 

規範意識 34 58 8 0 

連帯感・所属意識 70 28 2 0 

思いやり・協力 80 20 0 0 

あいさつ 33 55 12 0 

時間遵守 44 47 9 0 
 

２ 学校生活に不安を抱える児童生徒の参加はありましたか。 あった 78% ※効果があったと回答 88% 

【学習効果や大きな変容】 

・体調不良を訴えることもあったが、活動できないだろうと思っていた登山も行い、ほぼ全ての活動に

参加できた。 

・班や宿泊部屋で、他の児童と協力する姿が見られた。 

４≪非認知能力効果測定≫～児童・生徒のアンケートより～（１０５校） 

 
 

 

 

 

５≪傷病者の対応≫ 自然の教室夏季（１０５校） 

病院搬送の回数・人数 ３９回（複数名搬送２回あり）・４１名 

搬送先と人数 
愛輝診療所３０名、南会津病院８名、なかやクリニック２名、羽染

歯科 1名 

搬送対応となった傷病名と人数 

発熱２５名（コロナ・インフル陰性１３名、風邪９名、熱中症１名、

嘔吐２名）、頭痛 1 名、虫刺され４名（マダニ３名、ハチ１名）、打

撲４名（頭部２名、足首１名、顔面１名）、捻挫１名、捻挫の疑い 1

名、脱水症状１名、乳歯晩期残存 1名、切創１名、手足口病１名、

急性咽頭炎１名 

保護者への引き渡し人数（理由） 

６１名（発熱２４名、発熱及びコロナ・インフル陰性１４名、発熱

及び嘔吐２名、風邪４名、精神的理由６名、家事都合２名、捻挫１

名、頭部打撲１名、顔面打撲１名、体調不良１名、脱水症状１名、

腹痛１名、水疱瘡１名、手足口病１名、急性咽頭炎１名） 
 

６≪成果と課題≫ 
 ○自然の家で実施した令和６年度の自然の教室（夏季）は、昨年度（８６％）と比べて引率責任者の利用

の効果の十分達成割合が４％上昇した。どんな天候でも学校のねらいの実現に向けて臨機応変に対

応できる自然の家の良さを活かし、児童生徒が充実した活動を行うことが出来たためと考えられる。 

 〇学校生活に不安を抱える児童生徒の参加は、昨年度（６７％）に比べて１１％上昇した。不登校の児

童生徒でも舘岩に行くために準備したり、自然の教室中では苦手な集団生活でも仲間と活動したり

できた。舘岩での経験が学校生活につながっていって欲しいと期待する。 

 〇保護者への引き渡し人数が昨年度（８０名）に比べて１９名減少した。今後、冬季にインフルエンザ

や新型コロナウィルス感染症が蔓延する恐れもあるので、引き続き、学校へは事前及び当日の健康管

理・体調把握を十分に行うこと、保護者とよく健康状態の相談をすること等を呼び掛けていく。 

関心 課題 思考 学習 健康 達成 自尊 役割 規範 連帯 協力 挨拶 時間 計
さいたま市事前 3.59 3.18 3.26 3.38 3.58 3.37 3.12 3.59 3.55 3.69 3.62 3.37 3.42 44.72

さいたま市事後 3.76 3.34 3.40 3.55 3.66 3.49 3.20 3.64 3.57 3.71 3.65 3.41 3.50 45.88

差［Pt］ 0.17 0.16 0.14 0.17 0.08 0.12 0.08 0.05 0.02 0.02 0.03 0.04 0.08 1.16

自然体験活動の達成度 児童生徒相互理解・協力の達成度
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○ 令和６年度「自然の教室」（冬季）実施プログラム、各種アンケート結果等について  

※ １月８日～３月９日実施 中学校５７校 

※ 実施率１００％ 
 

１ 主な自然体験活動実施の割合 【プログラム実施校／５７校】 （％） 
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２ 利用の効果 ～引率責任者アンケートより～ 【計５７校】 （％） 

自然体験活動の達成度 児童生徒相互の理解・協力の達成度 

十分達成 やや達成 やや不十分 不十分 十分達成 やや達成 やや不十分 不十分 

８６ １４ ０ ０ ７７ ２３ ０ ０ 

○：十分達成の理由   ◇：やや達成の理由 

○さいたま市との環境の違いを感じ、大自然の中

で五感を使って自然への理解が高まったため。 

〇ほとんどの生徒がスキーを初めて滑るので、道

具を使い、自然の雪とどう向き合っていけばよ

いのか、課題解決に努力していたため。 

〇生徒が粘り強く最後まで取り組んでおり、体力

の向上が見られたため。 

〇スキー活動では、運動が苦手な生徒も楽しく、

意欲的に実習に参加していたため。 

◇生徒各々が体調を自覚して行動する思考力が養

われた。 

◇個々のスキー技術の差などに対して、生徒一人

一人が課題に直面し、その課題の克服に向けて

努力できたから。 

〇各係が責任感をもって活動し、周りの生徒達も

それに協力する姿が様々な面で見られたため。 

〇集団生活をすることで、仲間への気遣い、思い

やりの心が大きく成長したため。 

〇３日間のプログラムは、実行委員、係の集団向

上に資する活動や、スキー実習に向かう自己調

整力や協調性の向上など、その教育的意義や価

値の高いものが適切に組み込まれているため。 

〇日常生活から離れ、自分達でやり遂げなくては

ならない経験から学ぶことが多かったと感じた

ため。 

◇見通しをもって、意図的に声をかけ合って行動

しようと心掛けていたため。 

◇集団生活を行う中で、個人の都合よりも全体の

ことを考える必要があることを、失敗を通して

学んだため。 

 

資料１－３ 
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関心 課題 思考 学習 健康 達成 自尊 役割 規範 連帯 協力 挨拶 時間 計
さいたま市事前 3.55 3.17 3.22 3.28 3.46 3.29 3.10 3.54 3.56 3.57 3.54 3.42 3.46 44.16

さいたま市事後 3.77 3.34 3.36 3.51 3.65 3.52 3.32 3.69 3.68 3.70 3.66 3.51 3.62 46.33

差［Pt］ 0.22 0.17 0.14 0.23 0.19 0.23 0.22 0.15 0.12 0.13 0.12 0.09 0.16 2.17

３ 利用についてのアンケート ～指導責任者アンケートより～ 【計５７校】 （％） 

① 活動を実施したことで、各項目の達成度はいかがでしたか。 

【自然体験活動について】 【児童生徒相互の理解・協力について】 
 

 十分達成 やや達成 やや不十分 不十分 

自然への関心 66 34 0 0 

課題発見・設定 36 59 5 0 

思考・理解 30 63 7 0 

学習との関連付け 25 57 18 0 

体力・健康への関心 48 48 4 0 

 

 

 

 十分達成 やや達成 やや不十分 不十分 

成就感・達成感 79 21 0 0 

自尊感情 34 62 4 0 

役割 61 32 7 0 

規範意識 23 66 11 0 

連帯感・所属意識 50 48 2 0 

思いやり・協力 46 50 4 0 

あいさつ 30 52 18 0 

時間遵守 39 50 11 0 
 

② 学校生活に不安を抱える児童生徒の参加はありましたか。・・・あった 88% ※うち効果があったと回答 90% 

【学習効果や大きな変容】 

・学校生活の中で、教室に入ることができず、sola ルームに通っている生徒が、自然の教室ではス

キー活動だけでなく、全ての活動にクラスの仲間と参加し、達成感が得られた。 

・自分のペースでしか行動ができなかった生徒が、周囲の助けを得ながらも集団のペースの中で活

動することができた。 
  

４ 非認知能力効果測定 ～児童生徒アンケートより～ 【計４１／５７校】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５ 傷病者の対応 【計５７校】 

病院搬送の回数・人数 ３６回・３６名 

搬送対応となった傷病名と人数 

発熱２９名（コロナ・インフル陰性１４名、風邪７名、インフル

A６名、コロナ２名、）打撲１名（頭部１名）切創２名、左膝靭帯

損傷１名、右膝靭帯損傷の疑い１名、骨折２名 

搬送先 
愛輝診療所１６名、南会津病院１７名、なかやクリニック２名、 

佐藤病院１名 

保護者への引き渡し人数（理由） 

４２名（発熱９名、発熱及びコロナ・インフル陰性１３名、イン

フル A６名、風邪５名、コロナ１名、精神的理由２名、家事都合

２名、左膝靭帯損傷１名、右膝靭帯損傷の疑い１名、骨折２名） 

 

６ 成果と課題 

 ○中規模修繕工事の完了により、２年振りに全校が体育館で学年レクやキャンドルファイヤーを実施

することができた。スキー活動だけでなく、学年が一同に集まって何かをやり遂げたことが、「成就
感・達成感」の値が昨年度より、「指導責任者アンケート」は４％増加、「児童生徒アンケート」は
0.03Pt 増加につながったと考える。 

 ○病院搬送、保護者引き渡しの人数が昨年度より減少した。特に発熱による搬送対応が５２名減少し
た。今季はインフルエンザや新型コロナウィルスの流行があまり拡大しなかったためと考えられる。
来年度も事前の健康管理について助言し、傷病者の対応があった場合も学校へ丁寧に支援・助言を行

う。 
 △「引率責任者アンケート」の「自然体験活動」、「児童生徒相互の理解・協力」の達成度の「十分達成」

の割合が昨年度より、どちらも５％減少した。来年度は 5 クラス以上の学校がとくさ館 2 校同時利

用にならないよう実施計画を作成し、様々な活動を十分に行うことができる時間を確保した基本の
プログラムを作成する。 

自然体験活動の達成度 児童生徒相互の理解・協力の達成度 
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（単位　円）

予算科目 予算現額 収入済額
収入率
（％）

備考

242,000 551,370 227.84

 1使用料 242,000 551,370 227.84

 9教育使用料 242,000 551,370 227.84

242,000 551,370 227.84

242,000 551,370 227.84
少年自然の家利用者使用
料

24諸収入 3,017,000 1,688,560 55.97

 6雑入 3,017,000 1,688,560 55.97

 4雑入 3,017,000 1,688,560 55.97

 9教育費雑入 3,017,000 1,688,560 55.97

3,017,000 1,688,560

3,017,000 1,688,560 55.97 宿舎・厨房電気料

合　　計 3,259,000 2,239,930 68.73

 2施設光熱水費等負担金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料２－１

さいたま市立舘岩少年自然の家　令和６年度歳入予算執行状況（3月9日現在）

17使用料及び手数料

 5社会教育使用料

 1少年自然の家使用料

 2施設光熱水費等負担金

6



　　　　　資料２－２

（単位　円）

予算科目 予算現額
支出済額

（執行額）
執行率
（％）

備考

10教育費 269,472,000 212,653,319 78.91

 6社会教育費 269,472,000 212,653,319 78.91

 6少年自然の家費 269,472,000 212,653,319 78.91

197,426,000 143,373,023 72.62

 8旅費 1,714,000 1,237,932 72.22 本庁事務連絡旅費

10需用費 93,204,000 42,114,847 45.19

 1消耗品費 800,000 777,030 97.13
事務用消耗品、施設用消
耗品等

 2燃料費 34,908,000 12,350,017 35.38
公用車用燃料費、暖房用
燃料費等

 5光熱水費 56,496,000 28,000,000 49.56 電気料

 6修繕料 1,000,000 987,800 98.78 施設修繕、物品修繕

11役務費 3,791,000 2,759,677 72.80
電話料、リネン等クリーニン
グ

54,425,000 54,248,160 99.68
浄化槽・エレベーター・建物
管理等

13使用料及び賃借料 42,345,000 42,220,354 99.71
公用車賃借、コピー機、ＦＡ
Ｘ、ＡＥＤ、宿舎等

1,947,000 792,053 40.68
除雪負担金、危険物安全
協会会費等

72,046,000 69,280,296 96.16

 1報酬 104,000 52,000 50.00 運営委員報酬(民間選出)

 7報償費 124,000 60,000 48.39 指導者講習会講師謝金等

 8旅費 6,000 0 0.00

10需用費 798,000 731,926 91.72

 1消耗品費 770,000 708,826 92.06 活動プログラム等消耗品

 4印刷製本費 28,000 23,100 82.50 所報印刷代

731,000 624,580 85.44

1,621,000 1,431,020 88.28 現地研修会バス借上げ料

100,000 35,770 35.77

68,562,000 66,345,000 96.77 自然の教室バス輸送補助金

合　　計 269,472,000 212,653,319 78.91

18負担金補助及び交付金

さいたま市立舘岩少年自然の家　令和６年度予算歳出執行状況（3月9日現在）

少年自然の家野外活動事業

13使用料及び賃借料

少年自然の家管理運営事業

12委託料

18負担金補助及び交付金

11役務費

15原材料費

7



月 月

大谷 三橋 美園北 宮原 高砂 木崎 大宮東 西浦和 大門

２０９　⑥ １７８　⑤ ２１３　⑦ １４８　⑤ １７７　⑤ １７６　⑤ １７１　⑤ １６９　⑤ １４０　④ １３５　④

神田 大牧 田島 辻南 馬宮東 中島

７３③ １０２　③ ９１　③ ８８　③ ８５　③ ７５　③ ８２　③ ８７　③

指扇 中尾 海老沼 植竹 芝川 谷田 鈴谷 針ヶ谷 文蔵 日進 芝原

１３３　④ １２７　④ １１３　④ １１７　④ ９３　③ １０３　③ １０７　③ １０３　③ １００　③ １００　③ １２４　④ １１７　④ １２４　④

栄 大戸 大宮北 城南 七里 徳力 河合 柏崎 東宮下 植水 慈恩寺 大久保 野田

７１　② ６０　② ５５　② ４５　② 3６　① ２６　① ３２　① １９　① ５９　② ６０　② ３２　① ２３　①

大東 上落合 大宮西 本太 上木崎

１０９　④ １２４　④ １３６　④ １３４　④ １４５　⑤

川通 馬宮西 浦和中 見沼

１８　① １２　① ８０　② ６９　②

舘

岩

小

栄和 つばさ 春岡 大成 仲本 常盤 大砂土 仲町 美園

１５０　⑤ １５２　⑤ １５９　⑤ １７６　⑤ １５１　⑤ １９９　⑥ ２２２　⑦ ２２２　⑦ ２０２　⑥ １９１　⑥ １７８　⑤

春野 向 上小 東大成 辻 原山 善前 大宮 土合

７８　③ ８８　③ ８７　③ ７４　③ ９２　③ １０６　③ １０７　④ １２１　④ １０９　④

沼影 指扇北 尾間木 三室 道祖土 島 宮前 岸町 南浦和 蓮沼 日進北 大谷口

１６１　⑤ １６６　⑤ １６８　⑤ １４８　⑤ １５６　⑤ １４４　⑤ １１３　④ １３３　④ １３７　④ １３１　④ １２０　④ １２３　④ １４５　④

泰平 桜木 太田 西原 片柳 常盤北 上里 新開 岩槻 和土

１００　③ ８８　③ ９２　③ ７６　③ ５３　② ５７　② ４３　② ５０　② ７１　② ３４　①

新和

３０　①

実③

夏
季
後
期
→

夏
季
現
地
研
修
会

（
後
期

）

後

期

プ

ロ

グ

ラ

ム

相

談

会

（
オ

ン

ラ

イ

ン

）

夏

季

現

地

研

修

会

（
前

期

）

前

期

プ

ロ

グ

ラ

ム

相

談

会

（
オ

ン

ラ

イ

ン

）

7 8 9 10 11

水月

木 金 土 日 月 火

13 14 289 10 11 12 25 26 27

学
校
閉
庁
日

学
校
閉
庁
日

学
校
閉
庁
日

学
校
閉
庁
日

学
校
閉
庁
日

4

火 水 木 金 土

実
施
委
員
会
②

日 月 火

浦和大里

１２８　④

からまつ
館

５０校

大谷場 与野八幡

月 火 水 木 金 土

 令和７年度(２０２５年度）自然の教室（夏季）実施計画

※教職員人事課「R6.9.1時点【小学校】R7.5.1児童生徒見込数等一覧」参照
〇内の数字は学級数を表す

1 2 3 4 5 6 29 3019 20 21 22 23 2415 16 17 187 8

木 金 土

2 3 4 5

水

4小

・

中

始

業

式

昭

和

の

日

30 31

5

26 27 28 2918 19 20 21 22 2312

木 日 月 火金 土 日 月 火 水土 日

13 14 15 16 176 24 25

日 火 水 木 金

月 火 水 木 金 土火 水 木 金 土 日水 木 金 土 日 月

16 176 7 8 9 10 11

6

1 2 3 4 5

与野西北

とくさ館
５５校

下落合

日 月 火 水 木 金

夏
季
前
期
→

5

1

さ
い
た
ま
市
民
の
日

学
校
閉
庁
日

憲
法
記
念
日

み
ど
り
の
日

こ
ど
も
の
日

振
替
休
日

30

6

日 月 火 水 木 金 土

24 25 26 27 28 2918 19 20 21 22 2312 13 14 15

木 金 土 日 月金 土 日 月 火 水土 日 月 火 水 木

16 176 7 8 9 10 11

大久保東

伊南小

実①

水 木日 月

東岩槻

１０４③ ３１　①

7

1 2 3 4 5

火 水 木 金 土 日

30 31

火 水 木 金月 火 水 木 金 土金 土 日 月

24 25 26 27 28 2918 19 20 21 22 2312 13 14 15

土 日 月 火

8

1 2 3 4 5

小
・
中
 

終
業
式

海
の
日

北浦和

１２１④

与野南

５９　②

火 水

30 31

8

金 土 日 月 火 水 木

24 25

7

火 水 木

26 27 28 2918 19 20 21 22 2312 13 14 15 16 176 7 8 9 10 11

山
の
日

小
・
中

始
業
式

9

1 2 3 4 5 6 7

火 水 木 金 土 日水 木 金 土 日 月木 金 土 日 月 火金 土 日 月

日 月 火 水 木 金月 火 水 木 金 土

26 27 28 29 3020 21 22 23 24 2514 15 16 17 18 198 9 10

木 金 土 日 月 火金 土 日 月 火 水土 日 月 火 水 木

9 10 11 12 13 14

10

1 2 3 4 5 6 7 8

敬
老
の
日

秋
分
の
日

浦和別所 大砂土東 大宮南

１７５⑤

9

11 12 13

27 28 29 30 31

10

金

21 22 23 24 25 2615 16 17 18 19 20

火 水 木 金月 火 水 木 金 土火 水 木 金 土 日水 木 金 土 日 月

ス
ポ
ー

ツ
の
日

大宮別所

城北 大谷場東 与野本町
１０５　③ １００　③ ９３　③

土 日 月 火 水 木日 月

夏
休
み
親
子
の
集
い
㏌
南
会
津

自然に学ぶ夏
の学校

むし・ほし・いし

運①

桧沢小
田島第
二小

8

資料３－１



実
施
委
員

会
④

実
施
委
員
会
⑤
運
営
委
員
会
②

卒
業
式

春
分
の
日

修
了
式

本太中
２５６
（７）

大谷口中
２４９
（７）

大原中
２１６
（６）

与野東中
２６６
（７）

岸中１
２６９
（７）

与
野
南
中

土屋中
１６８
（５）

木 金 土 日 月 火金 土 日 月 火 水土 日 月 火 水 木日
30 31

3

日 月 火 水 木 金 土
24 25 26 27 28 2918 19 20 21 22 2312 13 14 15 16

春野中
１６３
（４）

慈恩寺中１
７６（２）

176 7 8 9 10 11

3

1 2 3 4 5

植水中
５２（２）

上大久保中
１６３
（４）

泰平中
１３３
（４）

第二東中
１７５
（５）

2

1 2 3 4
日 月 火 水

月 火 水 木 金

木 金 土 日 水 木 金 土 日 月

大宮東中
１４７
（4）

七里中
７１（２）

与野南
中

１８６
（５）

桜山中１
３４（１）

与
野
西
中

大宮南中
１３１
（４）

三橋中
１５７
（４）

大宮西中
１３０
（４）

大砂土中
１８９
（５）

八王子中
１４５
（４）

城北中１
２０１
（６）

常盤中
２８８
（８）

木崎中
２８１
（８）

日進中
２６２
（７）

本
太
中

柏陽中１
９８

（３）

土呂中
１１８
（３）

建
国
記
念
日

天
皇
誕
生
日

春里中
２３４
（６）

大谷中
１２０
（３）

片柳中
８２

（３）
南浦和中
２７１
（７）

土合中１
２８３
（８）

植竹中
３２７
（９）

原山中
２５４
（７）

28

2

18 19 20 21 22 2312 13 14 15 16 17
火 水 木 金 土火 水 木 金 土 日

美園南中
２４８
（７）

6 7 8 9 10 115
月

与野西
中

１６３
（5）

川通中１
５６（２）

指扇中
１９３
（５）

尾間木中
２４３
（６）

春
里
中美園中

１２８
（４）

西原中１
１０８
（３）

下段：からまつ館
２００名

岩槻中
１５２
（４）

宮前中
１６９
（５）

馬宮中
１４１
（４）

大成中
１４９
（４）

三室中
２７３
（７）

田島中1
２４８
（７）

大宮北中
８９

（３）

大久保中
１０９
（３）

内谷中
２７３
（７）

大谷場中
２０４
（５）

月 火
24 25 26 27

水 木 金 土

元
　
日

小
・
中
学
校

始
業
式

成
人
の
日

上段：とくさ館
３６０名

宮原中
３５２
（９）

白幡中
２７４
（７）

木 金 土 日 月 火金 土 日 月 火 水土 日 月 火 水 木

桜木中
１６９
（５）

大宮八幡
中

１６８
（５）

城南中１
５２（２）

東浦和中
１７１
（５）

1

木 金 土 日 月 火 水 木 金
26 27 28 29 30 3120 21 22 23 24 2514 15 16 17 18 198 9 10 11 12 13

小
・
中
終

業
式

大
晦
日

1

1 2 3 4 5 6 7

金 土 日 月 火 水土 日 月 火 水 木日 月 火 水 木 金月 火
30 31

12
月 火 水 木 金 土 日

24 25 26 27 28 2918 19 20 21 22 2312 13 14 15 16 176 7 8 9 10 11

12

1 2 3 4 5

金 土 日

文
化
の

日

勤
労
感
謝

の
日

土 日 月 火 水 木日 月 火

水 木 金 土

水 木 金 土
11

土 日 月 火 水 木 金 土 日

25 26 27 28 29 3019 20 21 22 23 2413 14 15 16 17 187 8 9 10

11

1 2 3 4 5 6

水 木 金月 火

振
替
休

日

学

校

閉

庁

日

プ
ロ
グ
ラ

ム
相
談

プ
ロ
グ
ラ

ム
相
談

11 12

白銀の会津高原・家族
の集い

現
地
研
修

会
１
日
目

現
地
研
修

会
２
日
目

 令和７年度(２０２５年度）自然の教室（冬季）実施計画 　【冬季：中学校５７校】　白色　南郷枠

人数は、R6.9.1時点【中学校】R7.5.1児童生徒見込数等一覧より

1/5学校閉庁日
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資料４ 
 

今後の会議スケジュールについて 
 
 
 令和７年度 第 1 回 運営委員会 
 
        日程：令和７年１０月１５日（水） 
        場所：教育研究所 
 
 
       第 2 回 運営委員会 
 
        日程：令和８年３月１７日（火） 
        場所：教育研究所 
 
 
       ※会議の１か月前を目途に、改めて御案内いたします。 
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